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より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
は
、
八
月
十
五
日（
月
）

付
け
で
、
千
葉
県
立
我
孫
子
高

等
学
校（
中
山
公
央
校
長
）と
高

大
連
携
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
千
葉
県
教
委「
県

立
学
校
改
革
推
進
プ
ラ
ン
第
三

次
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
、
普
通

科「
教
員
基
礎
コ
ー
ス
」の
平
成

三
十
年
度
設
置
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
協

定
は
、
同
コ
ー
ス
の「
教
員
養

成
系
大
学
や
教
育
機
関
等
と
の

幅
広
い
連
携
に
よ
る
出
前
授
業

や
特
別
講
座
、
大
学
の
講
義
体

験
、
学
生
と
の
交
流
会
な
ど
を

実
施
し
、
専
門
的
な
学
び
を
通

し
て
教
員
に
な
る
た
め
の
基
礎

を
学
ぶ
」と
い
う
趣
旨
に
沿
っ

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
連
携
の
内
容
と
し

て
は
、
本
学
の
指
定
す
る
授
業

科
目
の
科
目
等
履
修
生
や
各
種

講
座
の
受
講
生
と
し
て
の
受
け

入
れ
、
本
学
教
員
に
よ
る
出
張

講
義
、
教
育
に
関
す
る
情
報
交

換
・
交
流
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
高
大

連
携
協
定
に
も
と
づ
く

活
動
の
第
一
弾
と
し
て
、

八
月
二
十
四
日（
水
）～ 

二
十
六
日（
金
）
に
か

け
、
同
校
が
開
催
し
た

「
教
員
基
礎
コ
ー
ス
」

の
プ
レ
合
宿
に
お
い

て
、
児
童
学
部
長
の
奥

村
高
明
教
授
を
派
遣

し
、「
児
童
教
育
・
図
画

工
作
」の
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
奥
村
教
授
は

ス
ク
リ
ー
ン
を
駆
使
し

て
優
し
い
語
り
口
で

講
義
を
進
め
、
幼
児
や

小
学
生
の
感
覚
や
見

え
方
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
し
ま
し
た
。
最
後
に
、「
子
ど

も
の
こ
と
を
理
解
し
た
つ
も
り

で
も
、
分
か
る
の
は
一
割
程
度
。

し
か
し
、
教
育
の
世
界
に
お
い

て
先
生
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
な
の
で
、
素
敵
な
先
生

に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
、
未
来

の
先
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

八
月
二
日（
火
）、
短
期
大
学

部
保
育
科
の
学
生
有
志
と
教
員

に
よ
る「
ま
つ
ど
ソ
ン
グ
研
究

グ
ル
ー
プ
」が
創
作
し
た
松
戸

の
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ「
ま
つ
ど
で

か
く
れ
ん
ぼ
」の
Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス

記
念
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
ど
ソ
ン
グ
の
制
作

は
、「
子
ど
も
の
ふ
る
さ
と
愛
を

育
む
教
材
開
発
」と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
短
期
大
学
部
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
文
部
科
学

省
の「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業
」に
も
と
づ
く
研
究
成
果
の

一
つ
で
す
。
昨
年
の
夏
、
市
内

の
歴
史
的
文
化
遺
産
や
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
、
名
産
品
、
遊
び
場

な
ど
を
巡
り
、
学
生
の
目
線
か

ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ド
を
中

心
に
作
詞
し
、
教
員
が
作
曲
、

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み

や
す
い
振
り
を
付
け
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。「
ま
つ
ど
」以
外
は

具
体
的
な
地
名
や
名
称
を
あ
え

て
入
れ
ず
、
歌
詞
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
松
戸
の
名
所
を
親
子
で

探
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
を

「
か
く
れ
ん
ぼ
」と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
込
め
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス

ト
は
、
七
月
に
松
戸
中
央
公
園

で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー
ト
パ
ー
ク

９
」に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
描
い
て
も
ら
っ
た
作
品
の
中

か
ら
採
用
し
た
も
の
で
、
本
発

表
会
に
は
採
用
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
も
招
待
し
、
川
並
弘
純
学

長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
生
た
ち
が「
ま
つ
ど
で
か
く

れ
ん
ぼ
」の
歌
と
踊
り
を
披
露

し
た
際
に
は
一
緒
に
踊
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
Ｃ
Ｄ
制
作
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協

力
い
た
だ
い
た
、
松
戸
市
役
所

の
文
化
観
光
国
際
課
長
を
は
じ

め
関
係
団
体
や
地
域
の
方
々
を

お
招
き
す
る
と
と
も
に
、
報
道

各
社
に
リ
リ
ー
ス
し
て
記
者
発

表
の
形
を
取
り
ま
し
た
。
こ
の

発
表
は
後
日
記
事
と
し
て
報
道

さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
目
に
触

れ
た
こ
と
で
、
学
生
の
自
信
に

つ
な
が
り
、
今
後
の
活
動
の
励

み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
地
域
を
支
え
る
保
育
者

に
必
要
な
力
量
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、「
ま
つ
ど
で
か

く
れ
ん
ぼ
」が
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
親
し
ま
れ
、
松
戸
へ
の

ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　今年度も聖徳大学・聖徳大学短期大学部の聖徳祭を開催します。
　「踏み出せ一歩　輝け未来」には、「跳躍するため、超えるため、革新する
ために一人一人が一歩を踏み出す。その十人十色の一歩が、これからの未
来をつくる。さあ、新しい自分に出会おう」という願いが込められています。
　当日は、華やかな野外ステージ発表、クイズラリーなど、学科ごとの工夫
や、学生の日頃の学びを生かした聖徳祭ならではの企画が盛りだくさん
です。ご家族揃って、ぜひお越しください！

　短期大学部総合文化学科では、千葉興業銀行とのコラボ企画「千産千商」
において、企業とのコラボ商品の製造・販売を行います。

　学生から聖徳祭ポスター作品を募集した
結果、92点の作品が寄せられました。学友会
役員の学生と聖徳祭委員の教員で厳正に審
査した結果、児童学科 児童文化コース4年の
渡辺あてなさんの作品に決定しました。
　踏み出した一歩が、キラキラした未来の
可能性を無限に拡げているようなイメージ
で描かれた女性の姿が、今年度のテーマに
ふさわしい作品です。

第52回聖徳祭聖徳大学・聖徳大学短期大学部

地元企業とのコラボ商品も登場！

11月12日（土）・13日（日）開催
今年度のテーマ   「踏み出せ一歩 輝け未来」

大学・短大部 第52回 聖徳祭
ステージ発表 〔川並香順記念講堂〕

11／12（土）

11／3（木・祝）

10／30（日）

10／23（日）

■ 三田幼稚園

■ 多摩中央幼稚園

■ 八王子中央幼稚園

■ 附属小学校

■ 附属幼稚園・附属第二幼稚園・
　 　　　　　　附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■ 幼児教育専門学校

10：00〜12：30

10：00〜14：30

10：00〜14：00

10：00〜14：00

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

聖徳祭ポスタ－が決定！

学園祭 開催案内

第31回
聖徳祭

文化祭 10／16（日）11／3（木・祝）
8：10〜15：0010：00〜14：30

我
孫
子
高
校
と
の

高
大
連
携
協
定
を
締
結

握手を交わす川並弘純学長（左）と中山公央校長

奥村高明教授による講義

ハッピーホームカミング　　11月12日（土）　14：00 ― 15：30（予定）

松
戸
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ

「
ま
つ
ど
で
か
く
れ
ん
ぼ
」

Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス
！

※本発表会の模様をYouTubeにアップしていますので
　ぜひご覧ください。大学ホームページのニュース欄
　からもリンクしています。

https : //youtu. be/_ax1z3otPRc
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七
月
二
十
三
日（
土
）、
夏
の

伝
統
行
事「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

夏
期
保
育
大
学
」を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
は
、「
発
達
と
保
育

と
環
境
」を
総
合
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を

中
心
に
総
勢
四
百
九
十
五
名

の
方
に
申
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、

川
並
香
順
記
念

講
堂
に
お
い
て
、

環
境
建
築
家
と

し
て
子
ど
も
向

け
建
築
を
数
多

く
手
が
け
た
仙せ

ん

田だ

満み
つ
る

先
生
に
、

「
発
達
と
保
育
と
環
境
」と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
と
そ

の
成
育
環
境
の
関
係
性
、
中
で

も
中
枢
神
経
の
開
発
と
園
庭
等

の
子
ど
も
の「
遊
び
」環
境
に
お

け
る
斜
面
、
小
山
、ネ
ッ
ト
の

重
要
性
や
、
豊
か
な
生
活
環
境

の
中
で
育
ま
れ
る「
気
づ
き
」の

習
慣
、
子
ど
も
の
身
体
性
、
社

会
性
、
感
性
、
創
造
性
、
挑
戦

性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

大
変
興
味
深
い
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　

午
後
は
十
四
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
各
分
野
の
視
点
か
ら
講

義
や
体
験
を
通
し
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
充
実
し
た
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
十
九
年
に
わ
た
っ
て
続
く

夏
期
保
育
大
学
は
、「
保
育
の
聖

徳
®
」の
総
力
を
結
集
す
る
場

と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
は
第

五
十
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

今
後
と
も
、
参
加
者
に
と
っ
て

実
り
多
い
企
画
の
充
実
に
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

　

七
月
二
十
二
日（
金
）、
第
七

回
全
学
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会

は
授
業
改
善
に

と
ど
ま
ら
ず
、

広
く
教
職
員
の

資
質
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー

マ
は「
学
生
の
確

か
な
成
長
を
評

価
す
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
導
入
の

意
義
～Freshm

en Cam
p

を

通
し
て
～
」と
題
し
、
今
年
度
か

ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
Ｆ
Ｃ

（
新
入
生
対
象
の
導
入
教
育
合

宿Freshm
en Cam

p

）時
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク（
学
習
到
達
度
を

示
す
評
価
基
準
表
）の
効
果
な

ら
び
に
学
習
評
価
を
検
討
す
る

機
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
九
日（
水
）、
聖
徳

大
学
看
護
学
部
で
は
、増
井
三
夫

副
学
長
を
講
師
と
し
て「
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
開
発
と
そ
の
評
価

例
―
ハ
ワ
イ
研
修
を
事
例
と
し

て
―
」を
テ
ー
マ
に
、
第
一
回
看

護
学
部
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」と

は
学
習
到
達
度
を
示
す
評
価
基

準
表
の
こ
と
で
、
昨
今
の
教
育

現
場
で
注
目
、
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
初
に
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
を
用
い
る
意
義
と
評
価
項
目

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

看
護
学
部
一
回
生
が
ハ
ワ
イ
大

学
で
行
っ
た
研
修
の
動
画
・
写

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主

催
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各

地
で
約
四
万
人
超
の
参
加
者
に

よ
る
地
区
大
会
に
て
選
ば
れ
た

若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
、
八

月
十
八
日（
木
）か
ら
四
日
間
、

東
京
で
の
全
国
決
勝
大
会
で
熱

演
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
音
楽
学
部
に
お

け
る
専
門
教
育
、
児
童
学
部
お

よ
び
短
期
大
学
部
保
育
科
に
お

け
る
児
童
・
幼
児
教
育
者
養
成

の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
ピ
ア

ノ
教
育
に
と
り
わ
け
力
を
入
れ

て
お
り
、
同
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。ピ
ア

ニ
ス
ト
を
目
指
す
全
国
の
若
者

た
ち
の
励
み
に
な
る
よ
う
に
と

考
え
、
そ
の
中
で
特
に
優
秀
な

演
奏
者
に「
聖
徳
大
学
川
並
弘

昭
賞
」を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
二
日（
月
）に
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

に
て
開
催
さ
れ
た
全
国
決
勝
大

会
表
彰
式
に
お
い
て
、
音
楽
学

　

は
じ
め
に
奥
村
高
明
自
己
点

検
・
評
価
委
員
会
委
員
長
か
ら

本
研
修
の
企
画
趣
旨
説
明
が
あ

り
、
続
い
て
児
童

学
部
の
石
川
満

佐
育
准
教
授
か

ら「Freshm
en 

Cam
p

児
童
心
理

コ
ー
ス
の
取
り

組
み
」、
心
理
・
福

祉
学
部
心
理
学

科
の
菅
沼
憲
治

学
科
長
、
矢
口
幸

康
准
教
授
か
ら

「
学
生
の
確
か
な

成
長
を
評
価
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
導
入
の
意
義
～Freshm

en 
Cam

p

を
通
し
て
」の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
石
川
准
教
授
は

Ｆ
Ｃ
内
の
学
科
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
と
ね
ら
い
か
ら
十
の
到
達

基
準
を
設
け
、そ
れ
を
元
に「
児

童
心
理
コ
ー
ス
Ｆ
Ｃ
自
己
評
価

シ
ー
ト
」を
作
成
、Ｆ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
前
後
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
評
価
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効

果
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。ま
た
、三
カ
月
後
の
調

査
か
ら
Ｆ
Ｃ
を
活
か
す
教
育
活

動
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
と

の
課
題
も
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

菅
沼
学
科
長
、
矢
口
准
教
授
は
、

心
理
学
科
の
Ｆ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

対
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
実
施

し
、「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
」と「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」に
つ
い
て
高
い
達
成
度

が
判
明
し
た
点
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

全
学
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
会
終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は

「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
意
義
を
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
自
分
の
授
業
に
取
り
入
れ
る

準
備
を
し
た
い
」「
Ｆ
Ｃ
以
外
の

研
修
等
に
も
導
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」等
の

意
見
が
多
数
見
ら
れ
、
出
席
し

た
教
職
員
に
と
っ
て
意
義
あ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

真
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、ハ
ワ
イ
大
学
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
経
験
し
た

学
生
に
つ
い
て
、「
自
己
管
理
力
」

「
自
己
肯
定
感
」「
チ
ー
ム
ワ
ー

部
演
奏
学
科
の
森
島
英
子
教
授

よ
り
、
次
の
四
名
に
同
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
森
島
教
授
は
、

受
賞
者
に
お
祝
い
と
今
後
の
活

躍
を
期
待
す
る
励
ま
し
の
言
葉

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

■
ソ
ロ
部
門
Ｆ
級

（
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
）

三
田
有
輝
也 

さ
ん（
北
海
道
）

恒
本
　
優
花 

さ
ん（
東
京
都
）

橋
本
　
崚
平 

さ
ん（
兵
庫
県
）

■
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１

（
二
十
三
歳
以
上

音
楽
愛
好
者
の
部
）

栗
本
　
康
夫 

さ
ん（
兵
庫
県
）

ク
力
」「
問
題
・
課
題
解
決
力
」の

四
項
目
に
つ
い
て
大
き
な
効
果

が
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

他
学
部
の
教
員
や
職
員

も
交
え
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
教

職
員
が
日
頃
実
践
し
て

い
る
教
育
の「
学
び
」を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ

ィ
ブ・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
具

体
例
な
ど
、
議
論
の
テ
ー

マ
は
多
岐
に
及
び
、
い
ず

れ
も
今
後
の
聖
徳
大
学

に
お
け
る
よ
り
良
い
教

育
の
実
現
に
向
け
た
熱
意
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

看
護
学
部
に
と
っ
て
、
示
唆

に
富
ん
だ
、
実
り
多
い
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
一
日（
月
）か
ら
三
日（
水
）

ま
で
の
三
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
に
お
い
て「
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
＆
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
六
」が
開
催

さ
れ
、
人
間
栄
養
学
科
、
総
合

文
化
学
科
が
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
＆
ブ
ー
ラ
ン

ジ
ェ
リ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
」は
、パ
ン
、

洋
菓
子
の
素
材
、
酵
母
、
包
装

資
材
、
製
造
装
置
な
ど
の
レ
シ

ピ
・
技
術
・
製
品
等
を
一
堂
に
集

め
た
専
門
展
示
会
で
、
本
学
は

日
頃
の
研
究
や
地
元
企
業
等
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
科
の
吉
田
真
美

教
授
の
ゼ
ミ
は
、「
豆
類
を
使
用

し
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー（
小
麦

粉
不
使
用
）の
お
い
し
い
洋
菓

子
」、
今
井
悦
子
教
授
の
ゼ
ミ

は「
卵
白
へ
の
油
ま
た
は
卵
黄

混
入
が
ケ
ー
キ
類
の
性
状
に
及

ぼ
す
影
響
」と
題
し
た
ポ
ス
タ
ー

展
示
を
行
い
、
学
生
が
来
場
者

に
研
究
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
の
調
理
実
習
室
で

調
理
し
た
金
時
豆
の
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
、

ひ
よ
こ
豆
と
大
豆
の
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
等
を
試
食
用
と
し
て
提

供
し
ま
し
た
。グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

の
洋
菓
子
の
評
判
は
大
変
高
く
、

多
く
の
来
場
者
の
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

　

総
合
文
化
学
科
の
佐
藤
利
枝

子
教
授
は
、
地（
知
）の
拠
点
大

学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
）「
信
頼

と
共
感
で
つ
な
ぐ“
ふ
る
さ
と

松
戸
”づ
く
り
」

に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
展
示
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、

製
菓
ブ
ラ
ン
チ

の
学
生
が
制
作

し
た
松
戸
の
和

菓
子
店
を
紹
介

し
た
ミ
ニ
マ
ッ

プ
と「
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
ク
ッ

キ
ー
」を
配
布
し
、

用
意
し
た
約

九
百
枚
の
ク
ッ

キ
ー
は
瞬
く
間
に
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
将

来
、
社
会
に
で
る
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
」と
、
研

究
内
容
や
成
果
を
来
場
者
に
説

明
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
他

の
出
展
ブ
ー
ス
を
見
学
・
訪
問

に
行
く
な
ど
、
積
極
的
に
活
動

し
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

人
間
栄
養
学
科
・
総
合
文
化
学
科

「
パ
ティ
ス
リ
ー
＆
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
六
」
に
出
展

看
護
学
部
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
開
催

「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
開
発
と
そ
の
評
価
例

―
ハ
ワ
イ
研
修
を
事
例
と
し
て
―
」

第
七
回 

全
学
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
会

第
四
十
回 

ピ
ティ
ナ・ピ
アノ
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

全
国
決
勝
大
会
表
彰
式

ハワイ大学での研修についての説明

奥村高明自己点検・評価委員会委員長によるプレゼンテーション

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

仙田満先生

　

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
木
村
彩
子
さ
ん

（
聖
徳
大
学
附
属
女
子
高
等
学

校
平
成
二
十
六
年
三
月
卒
業
）

と
本
学
が
、八
月
に
ス
ポ
ン
サ
ー

契
約
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
軽
井
沢
72
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
よ
り
、ゴ
ル
フ
ウ
ェ
ア

の
右
袖
に
聖
徳
大
学
の
ワ
ッ
ペ

ン
を
付
け
て
プ
レ
ー
し
て
い
ま

す
。大
学
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る

例
は
珍
し
く
、
女
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
界
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

第
四
十
九
回 

を
開
催

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学

左より三田有輝也さん、 森島英子教授、 橋本崚平さん、
恒本優花さん、 栗本康夫さん

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

木
村 

彩
子
さ
ん
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
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七
月
二
十
七
日（
水
）、春
学
期

の
ア
セ
ン
ブ
リ
ア
ワ
ー（
聖
徳

教
育
Ⅰ
）に
お
い
て
、昨
年
に
引

き
続
き
野
田
聖
子
名
誉
学
長
に

登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
回
は
、
野
田
先
生
の
仲
立

ち
に
よ
り
、
株
式
会
社
ま
ん
ま

る
笑
店
代
表
取
締
役
社
長（
前

Ｆ
Ｃ
岐
阜
社
長
）の
恩
田
聖さ

と
し敬

氏
を
招
聘
、
学
生
五
百
人
以
上

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の

生
き
方
～
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
～
」

と
題
し
て
、
野
田
先
生
よ
り
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生

は
各
種
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

わ
が
国
の
人
口
が
今
後
百
年
間

で
急
減
す
る
可
能
性
を
指
し
示

し
、
女
性
が
働
く
こ
と
、
社
会

で
活
躍
す
る
こ
と
が
国
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

社
会
に
巣
立
つ
に
あ
た
っ
て
、

自
分
に
し
か
な
い
武
器
を
持
つ

こ
と
、
好
奇
心
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
話
し
、「
こ
の
国

を
救
え
る
の
は
あ
な
た
た
ち
女

性
で
す
」と
の
訴
え
に
、
多
く

の
学
生
が
勇
気
付
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
恩
田
氏
が「
自
立
、

自
分
ら
し
さ
」の
演
題
で
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
恩
田
氏
は
、サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
」前
社

長
で
、就
任
直
後
に
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋

萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）を
発
症
。

や
む
な
く
Ｆ
Ｃ
岐
阜
社
長
を
退

任
す
る
も
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
た
い
、
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

本
年
六
月
に
株
式
会
社
ま
ん
ま

る
笑
店
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
は
運
動
神
経
が
障
害

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
手
足
・
喉
・

舌
な
ど
の
筋
肉
が
や
せ
て
力
が

な
く
な
る
疾
患
で
あ
り
、
や
が

て
は
自
発
呼
吸
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分

の
意
志
で
人
生
を
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
を
話
さ
れ
、「
自
立
」

と
は
、
人
の
助
力
に
感
謝
し
つ

つ
も
他
人
任
せ
に
は
せ
ず
、
意

志（
思
）が
常
に
反
映
さ
れ
る
環

境
を
整
え
て
お
く
こ
と
で
あ
る
、

と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。「
伝
わ
ら

な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
の
と

同
じ
」を
座
右
の
銘
に
し
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、「
皆
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
お
い
て
、
自
分
の

思
い
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
瞬
間
が
必
ず
あ
る
。
ど
う
し

た
ら
周
り
に
伝
わ
る
か
考
え
て

ほ
し
い
。
自
分
の
思
い
を
伝
え

て
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
送
る

こ
と
は
楽
し
い
で
す
」と
学
生

た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

野田聖子名誉学長

恩田聖敬氏（左）

野
田
聖
子
先
生
・
恩
田
聖
敬
氏
が

ア
セ
ン
ブ
リ
ア
ワ
ー
で
講
演

―
「
自
立
」「
自
分
ら
し
さ
」
と
は

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

レ
ポ
ー
ト
・
小
論
文
の
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
開
催

～
文
章
力
・
表
現
力
を
鍛
え
る
～

　

学
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

レ
ポ
ー
ト
・
小
論
文
作
成
が
苦

手
と
い
う
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
文
章
を
書
く
機
会
は
、

大
学
・
短
大
在
学
中
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業

後
も
、報
告
書
、議
事
録
、企
画
・

提
案
書
、
日
誌
、
連
絡
帳
な
ど
、

「
書
く
力
」が
問
わ
れ
る
場
面
は

多
々
あ
り
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
作

成
を
通
し
て
書
く
力
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
て
お
く
こ
と
は
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
大
変
有

効
で
す
。
ぜ
ひ
、
書
く
力
を
鍛

え
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
春
学
期
に
お
い

て
、レ
ポ
ー
ト
・
小
論
文
の
書
き

方
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
二

回
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
実

践
演
習
と
し
て
、
制
限
時
間
を

設
け
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
書
い
て
も
ら
い
、
相
互

チ
ェ
ッ
ク
の
う
え
で
解
説
と
い

う
流
れ
で
進
め
ま
し
た
。

　

在
学
中
に
文
章
力
が
問
わ
れ

る
場
面
と
し
て
は
、期
末
レ
ポ
ー

ト
課
題
の
ほ
か
、
卒
論
、
就
活

時
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
公

務
員
試
験
等
で
の
論
作
文
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
面

で
学
生
は
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
、
論
理
的
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
公
務
員

試
験
が
迫
っ
た
学
生
が
論
作
文

の
指
導
に
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す

る
場
面
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

（
知
的
書
評
合
戦
）参
加
の
準
備

と
し
て
シ
ナ
リ
オ
作
成
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
演
習
に
活
用
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
各
地
の
図
書

館
主
催
の
大
会
に
て
、
そ
の
成

果
を
披
露
し
て
い
る
学
生
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
の
思
い
を
順
序
よ
く
簡

潔
に
整
理
し
て
伝
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
聴
き
手
に
も
大
変

高
い
好
感
度
を
持
っ
て
受

け
止
め
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
年
生
以
外

に
も
、
書
く
力
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
た
い
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
文
章
力
・
表
現

力
を
高
め
、
自
分
の
意
思

を
簡
潔
に
伝
達
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
対
象

と
し
た
体
験
型
商

業
施
設「
キ
ッ
ザ

ニ
ア
東
京
」（
江
東

区
豊
洲
）
に
て
半

年
間
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
終
え

た
佐
藤
優
衣
さ
ん
と
中
村
和
可

奈
さ
ん（
聖
徳
大
学
文
学
部
文

学
科
キ
ャ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
三
年
）が
九
月

一
日（
木
）、
同
施
設
内
で
行
わ

れ
た
修
了
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

関
係
者
が
見
守
る
中
、

キ
ッ
ザ
ニ
ア
事
業
本
部

長
の
能
勢
幸
次
氏
よ
り

慰
労
の
挨
拶
が
あ
っ
た

後
、キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京

事
業
部
長･

営
業
部
長

の
島
崎
俊
一
氏
か
ら

修
了
証
書
が
各
自
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
修

了
式
に
は
川
並
弘
純

学
長
も
出
席
し
、今
後
の

活
躍
を
期
待
す
る
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は

銀
行
、
中
村
さ
ん
は
病

院
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
そ

れ
ぞ
れ
勤
務
。
た
く
さ

ん
の
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
こ
と
や
、
子
ど
も

た
ち
と
共
に
成
長
で
き

た
こ
と
な
ど
を
述
べ
、

「
子
ど
も
へ
の
接
し
方

が
分
か
ら
ず
苦
労
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

パ
ビ
リ
オ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

は
じ
め
多
く
の
方
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
」と
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

同
席
し
た
文
学
科
コ
ー
ス
主

任
の
重
里
徹
也
教
授
は
、「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
は
二
週
間
に

一
度
会
っ
て
い
た
が
、会
う
た
び

に
声
が
大
き
く
ハ
キ
ハ
キ
と
し
て

い
き
、笑
顔
が
増
え
て
い
っ
た
」

と
話
し
、
他
大
学
で
は
あ
ま
り

類
の
な
い
、
半
年
間
に
お
よ
ぶ

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
修
了
式

文章作成指導の様子

　

読
売
新
聞
社
が
主
催
す
る

「
第
三
十
三
回
読
売
書
法
展
」が

八
月
十
九
日（
金
）か
ら
二
十
八

日（
日
）に
か
け
て
東
京
展
が
開

催
さ
れ
、聖
徳
大
学
か
ら
は
役

員（
幹
事
）の
部
で
本
学
兼
任
講

師
の
田
村
由
美
先
生
が
読
売
新

聞
社
賞
を
受
賞
、文
学
部
文
学

科
書
道
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
は
、

公
募
の
部
で
出
品
者
全
員
が
入

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
読
売
書
法
展
は
、公

募
出
品
作
品
約
一
万
六
千
点
と

い
う
規
模
で
開
催
さ
れ
、漢
字
、

か
な
、篆
刻
、調
和
体
の
四
部
門

で
構
成
さ
れ
、全
国
八
カ
所
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
選
・
入
賞
者（
敬
称
略
）

▼

読
売
新
聞
社
賞

兼
任
講
師

　

田
村 

由
美 

先
生
（
調
和
体
）

▼

入
選

・
四
年

　

石
山　

樹  

（
漢
字
）

・
三
年

　

河
野 

寛
子 

（
漢
字
）

　

高
橋 

美
有 

（
漢
字
）

　

増
川 

雪
子 

（
か
な
）

・
二
年

　

 

林　

久
予 

（
漢
字
）

田村由美先生

増川雪子

石山 樹河野寛子高橋美有林 久予

本
学
兼
任
講
師 

田
村
由
美
先
生
が
読
売
新
聞
社
賞
を
受
賞

学
生
も
全
員
入
選
の
大
健
闘

第33回    読売書法展

修了証書と花束を手に笑顔を見せる中村さん（左）と佐藤さん

修了証書授与の様子
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小
学
校
で
は
、
今
年
も
千
葉

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

夏
季
休
業
中
の
練
習
の
め
あ
て

を
子
ど
も
た
ち
で
話
し
合
っ
て

決
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
め
あ

て
は「
時
間
を
守
り
、
協
力
す

る
」で
し
た
。
一
見
当
た
り
前

の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

全
員
が
き
ち
ん
と
や
り
遂
げ
る

に
は
な
か
な
か
難
し
い
め
あ
て

で
す
。
現
に
昨
年
は
こ
れ
が
課

題
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
練
習

が
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も

そ
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
た

た
め
、
今
年
の
課
題
を
設
定
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
季
休
業
中
の

練
習
は
六
日
間
と
い
う
短

期
間
で
し
た
が
、
合
宿
も

行
う
な
ど
充
実
し
た
内
容

で
練
習
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
時
間
を
守

る
」こ
と
も
、
お
互
い
に

声
を
か
け
あ
う
こ
と
で

「
協
力
し
て
」守
ろ
う
と
す

る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
本
番
で
は
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

練
習
通
り
の
演
奏
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結

果
は「
銀
賞
」で
し
た
。
金

賞
を
目
指
す
こ
と
も
大

事
で
す
が
、コ
ン
ク
ー
ル
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
成
長
し
た
か
の
方
が
重
要

で
す
。
今
回
の
練
習
、
本
番
に

よ
っ
て
確
か
な
成
長
を
見
せ
て

く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に「
金
賞
」

を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
感
じ
て

～
第
五
十
八
回 

千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
～

　幼児教育専門学校では、1年生を対象に、7月31日（日）から 8月2日
（火）まで、2泊3日の日程で学外研修Ⅰ（信州夏季研修旅行）を行いま
した。例年、雨や雷など天候が悪く実施できないプログラムもありましたが、
今年はすべてのプログラムを実施することができました。
　学生たちは、信州の豊かな自然を体験する「森林セラピー（平尾山公園）」、
歴史および文化に触れた「小諸城址 懐古園」など、さまざまなプログラムを経て、
仲間と楽しく過ごし、充実した研修になったようです。この学外研修で得たこと
を、今後の学生生活に活かしてほしいと思います。

　続いて2年生を対象に、8月
22日（月）から8月26日（金）
まで、4泊5日の日程で学外研
修Ⅱ（北海道研修旅行）を行い
ました。
　今年は初日に台風の影響で
出発が遅れ、予定していた行
程を一部変更するなど、今ま
でにない波乱続きの研修旅行
となりましたが、学生たちは北の大地の自然に触れ、歴史を振り返り、大地の恵
みを堪能しました。途中で具合が悪くなる学生もなく、無事に研修を終えるこ
とができました。

目指せ！2016ちばアクアラインマラソン
アベック優勝

関東大学女子駅伝  壮行会を開催
　陸上競技部の菅生晶子選手（人間栄養学部
4年）は、前回ちばアクアラインマラソンの
ディフェンディングチャンピオンということで、
今年 10月23日（日）に開催される同大会女子
フルマラソンの部において、招待選手に決定
いたしました。

　また、時田迪奈選手（看護学部2年）は、今年1月に開催された松戸
七草マラソンにおいて入賞を果たし、松戸市の推薦選手として同大会
の女子ハーフマラソンに出場します。
　菅生選手は大会二連覇を、時田選手は初優勝を目指します。皆様の
ご声援のほど、よろしくお願い申し上げます。

　9月23日（金）、第22回関東大学女子駅伝対校選手権大会に向け、
陸上競技部の壮行会が行われました。
　川並弘純学長からは「皆さんは、走る
ことを楽しめるレベルのチームになって
いると思います。ぜひ楽しんで、爽や
かな走りを見せてください」と励まし
の言葉をいただき、また公認私設応援
団長の吉田眞言参与からは力強いエールが贈られました。増井三夫副
学長、野原八千代学生部長からも、それぞれ熱い激励の言葉をいただ
きました。
　陸上競技部からは、代表として主将・菅生晶子選手より決意表明が
行われたのち、学長よりたすきの手渡しが行われました。

陸上競技部は熱意みなぎる体制で、大会へと臨みます。
結果は、次回聖徳フラッシュ87号にてお届けいたします。

　この研修旅行の詳細は、専門学校のホームページおよびFacebook
に写真とともに報告されています。ぜひ一度ご覧ください。

専門学校ホームページ　http : //www.seitoku.jp/kttcsu/
（トップページにFacebookへのリンクも掲載しています）

菅生晶子選手（左）
時田迪奈選手（右）

パチパチ広場で集合写真を撮影

©フォトライフ

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ⑱

　

七
月
十
七
日（
日
）、
聖
徳
大

学
香
和
会（
同
窓
会
）の
第
四
十 

九
回
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
川
並
知
子
名
誉
学
園
長
、

川
並
弘
純
学
園
長
を
は
じ
め
、

教
職
員
と
会
員
の
方
々
、
総
勢

百
三
十
八
名
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
、
同
日
開
催
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
母
校
の
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
ツ
ア
ー
に
、
十
七
名
の

卒
業
生
が
参
加
。
学
長
自
ら
、

看
護
学
部
の
先
生
方
と
一
緒
に

看
護
学
部
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ボ
ッ
ト
や
施
設
の
説
明
を

行
う
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
大
木
支
部
長
、

小
金
森
支
部
長
を
議
長
と
し
て
、

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
と

決
算
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、昨
年
十
一
月
の

聖
徳
大
学
創
立
二
十
五
周
年
・

短
期
大
学
部
創
立
五
十
周
年
記

念
式
典
映
像
の
上
映
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
、
川
並
孝

純
学
園
事
務
局
長
の
音
頭

で
乾
杯
し
、
お
い
し
い
お

弁
当
や
校
章
入
り
の
紅
白

ま
ん
じ
ゅ
う
、ア
ッ
プ
ル

パ
イ
を
味
わ
い
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。
出
さ
れ
た

料
理
や
デ
ザ
ー
ト
は
、
ど

れ
も
聖
徳
ゆ
か
り
の
お
店

の
も
の
で
す
。

　

ダ
ン
ス
部
に
よ
る
五
曲

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
各

学
部
長
・
学
科
長
の
先
生

方
の「
母
校
聖
徳
の
発
展
」

を
語
る
ス
ピ
ー
チ
、
大
抽
選
会

と
続
き
、
和
や
か
な
懇
親
会
は
、

学
園
歌
斉
唱
で
あ
っ
と
い
う
間

に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
総
会
・
懇
親
会
は

「
和
の
精
神
と
お
も
て
な
し
」が

あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第
四
十
九
回

香
和
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

学外研修Ⅱ（北海道研修旅行）

学外研修Ⅰ （信州夏季研修旅行） 幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校
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七
月
二
十
一
日（
木
）～
二
十 

二
日（
金
）の
二
日
間
、
取
手
市

の
協
力
の
も
と
、
本
校
児
童
保

育
進
学
コ
ー
ス
三
年
生
が
、
取

手
市
立
白
山
保
育
所
に
お
い
て

見
学
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
見
学
実
習
は
、

前
身
の
児
童
保
育
系

ク
ラ
ス
の
頃
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

保
育
の
実
際
の
現
場

を
知
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
習
日
は
両
日
と
も
、

朝
か
ら
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
水
遊
び
等
の
夏
な

ら
で
は
の
保
育
を
見
学
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

雨
の
日
の
室
内
で
の
保
育
を
充

分
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
保
育
の
現
場
を
直
接
体

　

ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
る
太

陽
、
青
空
に
浮
か
ぶ
綿
菓
子
の

よ
う
な
入
道
雲
。
こ
ん
な
日
に

は
プ
ー
ル
が
一
番
で
す
。
小
学

校
で
は
今
年
創
立
三
十
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、プ
ー
ル
の

改
修
を
行
い
、
綺
麗
な
状
態
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
改
修
は
、
創
立
記

念
事
業
と
し
て
後
援
会
の
皆
様

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
々
の
プ
ー
ル
の
学
習
で
は

コ
ー
ス
別
の
指
導
を
行
い
、
き

め
細
や
か
な
指
導
を
心
掛
け
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
中

に
は
水
に
顔
を
つ
け
る
こ
と
が

怖
く
、プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
し
が

み
つ
く
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

そ
の
子
ど
も
が「
先
生
見
て
！

顔
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
！
」と
言
っ
て
、
顔
を
つ
け

る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
る
場

面
も
あ
り
、
子
ど
も
の
成
長
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
は
天
候
に
恵
ま
れ

ず
、
一
度
し
か
入
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
の

プ
ー
ル
納
め
に
は
自
由
参
加
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、「
流
れ

る
プ
ー
ル
」な
ど
を
し
て
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
プ
ー
ル
学
習
も
、
子

ど
も
の
安
全
面
に
気
を
付
け
な

が
ら
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
、
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

験
す
る
こ
と
で
、
普
段
の
学
び

を
再
確
認
し
、ま
た
、保
育
の
現

状
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

初
日
に
は
、「
お
話
の
会
」が
行

わ
れ
、プ
ロ
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
た
い
へ

ん
勉
強
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

児
童
保
育
進
学

コ
ー
ス
は
、
高
校

卒
業
後
、
聖
徳
大

学
児
童
学
科
ま
た
は
同
短
期
大

学
部
保
育
科
に
進
学
し
、
幼
児

教
育
者
・
保
育
者
を
目
指
す
生

徒
の
た
め
の
学
び
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
未
来

の
保
育
者
と
し
て
の
志
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

三
田
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
十
一

月
三
日
に「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま

つ
り
」を
行
い
ま
す
。
在
園
児
は

も
ち
ろ
ん
、
卒
園
生
も
こ
の
日

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
朝
か

ら
門
の
前
に
は
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
で
す
。

　

当
日
ま
で
は
、
幹
事
の
お
母

様
・
お
父
様
方
の
有
志
会「
エ
プ

ロ
ン
パ
パ
」の
皆
様
を
中
心
に

準
備
が
進
め
ら
れ
、
毎
日
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
く
お
部
屋
を

見
て「
こ
こ
は
何
屋
さ
ん
に
な

る
の
か
な
」「
前
、
こ
こ
で
く
じ

引
き
を
し
た
の
」と
子
ど
も
た

ち
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
保
護
者
の
方
が
各
コ
ー

ナ
ー
の
売
り
手
に
な
り
、「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」の
元
気
な
声
が

響
き
渡
り
、
子
ど
も
た
ち
が
専

門
学
校
の
校
舎
に
入
っ
て
人
形

劇
を
見
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し
て

お
土
産
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
り
と
、イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
満
面

の
笑
顔
で「
こ
れ
、
も
ら
っ
た
ん

だ
」「
楽
し
か
っ
た
よ
」と
教
師

に
教
え
て
く
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
す
。
一
方
、
久
々
に
訪
れ
た
卒

園
生
た
ち
は「
先
生
、
お
久
し
ぶ

り
で
す
」「
○
○
ち
ゃ
ん
？
す
っ
か

り
お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
わ
ね
」

と
幼
稚
園
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
に
話
を
弾
ま

せ
ま
す
。
ま
た
、
模
擬
店
コ
ー

ナ
ー
で
は
給
食
の
先
生
お
手
製

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
う
ど
ん
汁

が
大
人
気
で
、
卒
園
生
は
幼
稚

園
時
代
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
が
久

し
ぶ
り
に
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
口
い
っ
ぱ
い
に

ほ
お
ば
り
な
が
ら
懐
か
し
い
味

を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
に
こ
に
こ
ま
つ

り
」の
名
前
に
負
け
な
い
、
に
こ

に
こ
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
行
事
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
盛
況
！

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

ゲームを楽しむ子どもたち

　

七
月
七
日（
木
）か
ら
二
十
二

日（
金
）ま
で
の
十
六
日
間
、イ

ギ
リ
ス・オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で

の
語
学
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
附
属
女
子
中
高
二
十
名
、

取
手
聖
徳
女
子
中
高
二
十
二
名

の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
出

発
か
ら
飛
行
機
が
四
時
間
遅
れ

る
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
全
員

が
日
本
に
帰
っ
て
き
た
今
、
ど

れ
も
楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
し

て
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

　

授
業
は
、
到
着
翌
日
の
プ
レ

イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
に
よ
り
三

つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
受
講

し
ま
し
た
。
と
き
に
は
合
同
の

授
業
も
あ
り
、グ
ル
ー
プ
で
協

力
し
て
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
、

情
報
を
ま
と
め
て
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
や
発
表
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
初
め
は
先
生
の
話
す

英
語
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た

ち
で
し
た
が
、徐
々
に
慣
れ
て
い

き
、
授
業
終
わ
り
に
は「
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
」「
楽
し
か
っ

た
」と
口
々
に
話
し
て
い
る
様

子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

観
光
は
も
ち
ろ
ん
、エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
へ
の
小
旅
行
や
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
生
ま
れ
た
町
と
し
て

有
名
な
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド

や
ロ
ン
ド
ン
へ
の
一
日
観
光
に

も
出
か
け
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
建
造
物
や
自
然
に
親
し
み
、

買
い
物
な
ど
で
は
現
地
の
人
々

と
触
れ
合
う
こ
と
で
自
分
た
ち

の
英
語
力
を
磨
き
ま
し
た
。

　

普
段
と
は
異
な
る
環
境
で
生

活
・
学
習
し
て
い
く
こ
と
で
、

最
初
の
不
安
げ
な
様
子
は
す
っ

　

七
月
十
二
日（
火
）に
、

台
北
市
立
南
門
国
民
中

学
校
弦
楽
合
奏
団
と
本

校
管
弦
楽
部
の
交
流
演

奏
会
を
本
校
奏
楽
堂
で

行
い
ま
し
た
。
同
合
奏

団
は
、
二
〇
一
四
年
と

二
〇
一
五
年
に
全
国
の

音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

勝
す
る
な
ど
レ
ベ
ル
の

高
い
合
奏
団
で
す
。
当

日
は
、
曽
文
龍
校
長
先

生
を
は
じ
め
、
主
任
の

漫
先
生
、
指
揮
者
の
王

先
生
、
二
十
五
名
の
生

徒
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

管
弦
楽
部
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲

四
十
番
の
一
楽
章
と
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
専
攻

か
り
な
く
な
り
、
帰
国
の
と
き

に
は
ど
の
生
徒
も
自
信
に
満
ち

た
表
情
で
、
一
回
り
成
長
し
た

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
今
後
の
英
語
学
習
や

進
路
実
現
へ
と
生
か
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

生
の
中
村
里
穂
さ
ん
に
よ
る

「
カ
バ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー

ナ
」、
声
楽
専
攻
生
の
樫
原
沙

絵
さ
ん
の「
夏
の
思
い
出
」な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。
南
門
中
学

校
の
演
奏
の
後
に
は
、
同
校
の

生
徒
た
ち
を
対
象
に
、
安
藤
純

先
生
に
よ
る
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
指
導
を
受
け
る
中
で
、
生

徒
た
ち
の
音
色
が
だ
ん
だ
ん
変

化
し
て
い
く
の
が
わ
か
り
、
指

揮
者
の
先
生
の
驚
い
た
表
情
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

時
間
の
関
係
で
、
生
徒
同
士

の
交
流
の
時
間
が
短
か
っ
た
も

の
の
、
お
互
い
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
交
換
し
た
り
、
写
真

を
撮
っ
た
り
、
非
常
に
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
で
交
流
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
を
終
え
て

台
北
市
立
南
門
国
民
中
学
校
と
交
流
演
奏
会

新
し
く
な
っ
た
プ
ー
ル
で

附
属
小
学
校

保
育
所
見
学
実
習

　

取
手
市
教
育
委
員
会
後
援
に

よ
る
夏
の
キ
ャ
ン
プ
が
、
七
月

二
十
三
日（
土
）～
二
十
四
日（
日
）

の
一
泊
二
日
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
、
今
年
度
も
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
取
手
市
周
辺

の
公
立
・
私
立
の
高
校
か
ら
百

名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

生
徒
が
集
ま
り
、
地
域
の
恒
例

行
事
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
を

相
手
に
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
ま
し
た
。

初
日
は
開
会
式
と
子
ど
も
班
の

結
団
に
始
ま
り
、
班
旗
作
り
や

テ
ン
ト
立
て
、
飯
盒
炊
飯
と
カ

レ
ー
作
り
、
カ
ブ
ト
虫
捕
り
、

花
火
大
会
、ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
二
日
目
は
朝
の
集
会

と
朝
食
、ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
行
い
、
閉
会
式
で
有
意
義

な
二
日
間
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
員
や
福
祉

委
員
、
有
志
参
加
者
な
ど
、
本

校
か
ら
は
中
学
・
高
校
合
わ
せ

て
三
十
三
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

昨
年
同
様
、
最
も
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
学
校
と

な
り
ま
し
た
。
本
校
に
は
保
育

士
志
望
の
生
徒
が
多
く
い
ま
す

が
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は
一

足
早
い「
保
育
実
習
」と
も
な
り

ま
し
た
。

　
「
奉
仕
の
心
」を
涵
養
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、今
後
も
大

き
く
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

「
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

職
員
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
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聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園
で
は
、

毎
年
十
月
の
上
旬
に
、
近
く
に

あ
る
東
京
工
業
高
等
専
門
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
て

運
動
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
体
を
十
分
に
動
か
し
、
活
動

す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
園
庭
と
は
違
っ
た

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
年
に

二
回
の
遠
足
の
他
に
も
、
何
度

か
園
外
へ
出
か
け
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
多

摩
動
物
園
へ
の
園
外
保
育
が
あ

り
ま
す
。
園
か
ら
あ
ま
り
離
れ

て
い
な
い
場
所
に
あ
る
の
で
、

家
族
と
行
っ
た
経
験
の
あ
る
子

ど
も
も
多
い
の
で
す
が
、
友
達

と
一
緒
に
行
け
る
こ
と
、
ま
た

梅
組
だ
け
が
行
け
る
と
い
う
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
い
よ
う
で
、

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
園
に
着
く
と
、
長
い
坂

道
を
上
が
っ
て
ア
フ
リ
カ
園
ま

で
行
き
ま
す
。
途
中
に
動
物
の
足

本
格
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
体

操・
か
け
っ
こ・
玉
入
れ・
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
・
リ
レ
ー
・
綱
引
き
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
・
遊
戯
を

行
い
ま
す
。
園
で
は
裸
足
保
育

を
推
奨
し
、
日
々
の
保
育
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
外
に
行
く
際
に

は
自
発
的
に
裸
足
に
な
り
、
土

の
感
触
や
暖
か
さ
、
冷
た
さ
も

足
の
裏
か
ら
感
じ
取
り
な
が
ら
、

季
節
を
問
わ
ず
裸
足
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
か
け
っ

こ
も
大
好
き
で
、
友
達
と
競
い

合
い
な
が
ら
走
る
姿
が
日
常
的

に
見
ら
れ
、
運
動
会
の
た
め
の

準
備
で
は
な
く
、
遊
び
の
中
か

ら
運
動
会
の
競
技
へ
と
自
然
に

つ
な
が
っ
て
い
く
流
れ
が
作
ら

れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

子
ど
も
だ
け
の
競
技
の
ほ
か
、

親
子
で
参
加
で
き
る
競
技
も
あ

り
、
親
子
そ
ろ
っ
て
楽
し
ん
で
参

加
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

運
動
会
は
、
保
護
者
の
方
々
に

と
っ
て
も
、
子
ど
も
の
心
と
体

の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
行
事
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

跡
が
描
い
て
あ
り
、
動
物
の
名

前
を
当
て
る
ク
イ
ズ
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は「
こ

れ
は
ラ
イ
オ
ン
だ
よ
！
」「
人
間

の
足
跡
に
似
て
い
る
ね
！
何
の

動
物
か
な
？
」
と
楽
し
み
な
が

ら
登
っ
て
い
き
ま
す
。

　

坂
を
登
り
き
る
と
、「
キ
リ
ン

だ
！
」
と
さ
っ
そ
く
見
え
る
動

物
に
歓
声
を
あ
げ
、
見
学
が
始

ま
り
ま
す
。
最
初
は
動
物
が
い

る
こ
と
に
た
だ
喜
ん
で
い
た
子

ど
も
た
ち
で
す
が
、
担
任
の
声

掛
け
を
受
け
て
、「
シ
マ
シ
マ
は

体
と
足
の
シ
マ
シ
マ
の
向
き
が

違
う
ね
」「
チ
ー
タ
ー
は
模
様
が

み
ん
な
違
う
よ
」「
キ
リ
ン
は
首

が
長
い
か
ら
餌
が
上
の
方
に
あ

る
ん
だ
ね
」と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
園
外
保
育

後
に
は
見
た
動
物
の
絵
を
描
い

た
り
、
版
画
に
し
た
り
、
箱
製

作
を
し
た
り
し
ま
す
が
、
そ
の

時
に
こ
の
気
づ
き
が
作
品
に
生

か
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
動
物
を
見
た
後

は
昼
食
を
食
べ
て
、
幼
稚
園
に

戻
り
ま
す
。
短
い
時
間
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
満
足
し
た
顔
で

降
園
し
ま
す
。
今
年
度
も
十
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
動
物

に
親
し
む
機
会
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

親
子
で
楽
し
む運

動
会

楽
し
い
多
摩
動
物
園
・

園
外
保
育

ぐっすりと眠る園児たち

キリンの登場に興味津々

玉入れにヒートアップ！

　

附
属
浦
安
幼
稚
園
で
は
、
地

域
に
開
か
れ
た
幼
稚
園
と
し
て
、

子
ど
も
が
幼
稚
園
で
遊
ぶ
姿
や

そ
の
環
境
を
よ
り
良
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
幼
稚
園
を

開
放
し
、
未
就
園
児
や
お
父
様
、

お
母
様
も
一
緒
に
遊
ぶ「
園
庭

開
放
日
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
中
に
は
三
回

開
催
し
、
内
容
は
夏
な
ら
で
は
の

水
遊
び
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

う
た
を
歌
っ
た
り
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
砂
場
や
園
庭
遊
具
で

遊
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、テ
ー
マ

を
決
め
て
遊
ぶ
と
い
う
企
画
も

行
い
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、「
ふ
ね
や
ジ
ョ
ウ
ロ

を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」。
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
四
角
や
三
角
に
切
っ
て
、

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
っ
た
ふ
ね

を
プ
ー
ル
に
浮
か
べ
た
り
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
色
と
り
ど
り
の
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
貼
り
付
け
、穴

を
開
け
て
ジ
ョ
ウ
ロ
を
作
り
、水

を
掛
け
合
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

二
回
目
は「
染
め
紙
で
遊
ぼ

う
」。
色
水
を
作
り
、
障
子
紙
に

色
水
を
染
み
込
ま
せ
、
広
げ
た

と
き
に
で
き
た
模
様
に
、
保
護

者
の
方
が
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
回
目
は
、「
魚
釣
り
を
し
て

遊
ぼ
う
」。
と
い
っ
て
も
本
当
の

魚
で
は
な
く
、
色
々
な
さ
く
ら

紙
を
丸
め
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
た
カ
ラ
フ
ル
な「
魚
」で
す
。

魚
の
口
元
に
ク
リ
ッ
プ
を
つ
け
、

紙
を
細
く
巻
い
た
釣
り
竿
の
タ

コ
糸
に
磁
石
を
付
け
、
魚
釣
り

を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
制
作
の
様
子

を
見
て
い
る
保
護
者
の
方
の
中
に

は「
ち
ょ
っ
と
、
お
手
伝
い
…
」

と
言
い
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に

か
自
分
が
制
作
に
夢
中
に
な
っ

て
し
ま
う
方
も
。
連
続
し
て
参

加
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
多
く
、

お
友
達
の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
今
後
も
、
こ
の
園
庭
開

放
日
を
通
し
て
幼
稚
園
の
教
育

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

「
水
遊
び
は
た
の
し
い
ね
」

夏
の
園
庭
開
放
日

成
長
が
見
ら
れ
た

宿
泊
保
育

　

八
月
二
日（
火
）～
三
日（
水
）、

年
長
組
が「
お
泊
ま
り
保
育
」を

行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
曇
り
空

で
雨
も
降
り
、
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
午
後
三
時
頃
に

は
晴
天
に
な
り
、
園
児
た
ち
は

大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
登
園
し

て
き
ま
し
た
。
不
安
そ
う
な
表

情
を
浮
か
べ
る
園
児
や
保
護
者

の
方
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
保

育
室
で
友
達
に
会
う
と
園
児
は

す
ぐ
に
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
の
話
を
聞
い
た
後
、
隣

の
郷
部
児
童
公
園
に
散
歩
に
行

き
、
遊
具
や「
だ
る
ま
さ
ん
が
転

ん
だ
」で
遊
ん
だ
り
、セ
ミ
の
抜

け
殻
を
集
め
た
り
し
て
遊
び
ま

し
た
。園
に
戻
り
シ
ャ
ワ
ー
で
汗

を
流
し
た
後
、
み
ん
な
で
初
め

て
の
夕
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
好
き
な
カ
レ
ー
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
る
と
、イ
ン
デ
ィ

ア
ン
さ
ん
か
ら「
成
田
空
港
に

着
い
た
！
」と
電
話
が
。
園
児
た

ち
は
大
興
奮
で
す
。

　

日
も
だ
ん
だ
ん
暮
れ
、
園
庭

に
丸
く
な
っ
て
座
り
、
火
の
由
来

に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん
が
登
場
、

薪
に
火
を
つ
け
、
い
よ
い
よ
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
始
ま
り
で

す
。ク
イ
ズ
を
し
た
り
、
先
生
の

劇
を
見
た
り
と
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
花
火
大
会

と
な
り
、
花
火
が
上
が
る
度
に

歓
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
夜
に
な

り
、パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
、ホ
ー

ル
に
て
み
ん
な
で
眠
り
ま
し
た
。

涙
ぐ
ん
だ
り
、
な
か
な
か
寝
付

け
な
い
園
児
も
い
ま
し
た
が
、

夜
の
十
時
過
ぎ
に
は
、
眠
り
に

つ
い
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
楽

し
い
夢
を
見
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

朝
に
な
り
、起
床
し
た
園
児
の

顔
は
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
保
護
者
と
離
れ
て
宿
泊
で

き
た
事
は
、
園
児
た
ち
を
ま
た

一
歩
成
長
さ
せ
た
よ
う
で
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

七
月
三
十
日（
土
）、
い
き
い

き
子
育
て
支
援
講
座「
パ
パ
と

一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
父
親
を
対
象
と
し

た
児
童
学
部
の
神
谷
明
宏
先
生

の
講
座
は
、
毎
年
夏
の
恒
例
と

な
っ
て
お
り
、
大
変
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き

参
加
さ
れ
た
方
も
お
り
、
神
谷

先
生
と
の
再
会
を
喜
ぶ
お
父
様

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
保
護
者
の
方
へ
、
幼

児
期
に
お
け
る
思
い
切
り
身
体

を
動
か
し
た
あ
そ
び
の
重
要
性

の
講
義
が
あ
り
、
そ
の
後
、
親
子

で
楽
し
く
遊
べ
る「
凧
」を
製
作

し
ま
し
た
。
先
生
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
我
が
子
と
一
緒
に
必

死
に
凧
作
り
を
す
る
お
父
様
・

お
母
様
方
。
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
る
方
、
苦
戦
し
な
が
ら
も

一
所
懸
命
に
作
る
方
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

思
い
思
い
に
絵
や
模
様
を
施
し
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

凧
の
出
来
上
が
り
！ 

さ
っ
そ
く

完
成
し
た
凧
を
手
に
、
広
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
い
よ
い
よ
凧

上
げ
の
始
ま
り
で
す
。
残
念
な

が
ら
風
が
あ
ま
り
吹
い
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
親
子
で
一
緒
に

汗
を
か
き
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

走
り
回
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
親
学
講
座
は
、
在
園
児

や
未
就
園
児
を
対
象
に
家
庭
に

情
報
発
信
を
し
、
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
を
学
ぶ
場
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
保
育
の

聖
徳
」な
ら
で
は
の
専
門
の
先

生
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

今
後
も
地
域
に
開
か
れ
た
幼
稚

園
と
し
て
、
親
の
学
び
が
我
が

子
の
よ
り
良
い
育
ち
へ
つ
な
が

る
よ
う
、
子
育
て
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

八
月
五
日（
金
）、
夏
期
保
育

最
終
日
に
盆
踊
り
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
夕
日
を
浴
び
な
が
ら

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
浴
衣
を

着
た
園
児
が
登
園
し
、「
こ
ん
ば

ん
は
」と
笑
顔
で
交
わ
す
姿
が

見
ら
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
挨

拶
を
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

園
庭
に
は
提
灯
と
や
ぐ
ら
が

組
ま
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
二
重

の
円
を
作
っ
て
踊
り
ま
す
。
今

年
の
盆
踊
り
会
で
は
、
園
児
と

一
緒
に
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の

方
が
円
の
中
に
入
っ
て
踊
る
姿

も
見
ら
れ
、
ま
た
、
曲
に
合
わ
せ

て
園
児
の
お
父
様
が
太
鼓
を
叩

い
て
く
だ
さ
り
、
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
会
で
は
、
幹
事
の
お

母
様
方
が
ジ
ュ
ー
ス
や
光
る
お

も
ち
ゃ
を
販
売
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
夕
日
が
沈
み
辺
り
が
暗

く
な
る
と
、
園
児
は
キ
ラ
キ
ラ

光
る
指
輪
や
メ
ガ
ネ
を
つ
け
て

踊
り
、
そ
の
姿
を
保
護
者
の
方

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
、

夏
の
思
い
出
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
最
後
は
、保

護
者
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
提
灯
や
や
ぐ
ら
な
ど
の

片
付
け
を
行
い
、
無
事
に
盆
踊

り
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
ま

た
、
保
護
者
の
皆
様
の
力
強
い

援
助
を
受
け
て
計
画
・
実
施
さ

れ
る
盆
踊
り
会
は
、
園
児
に
と

っ
て
楽
し
い
思
い
出
の
一
つ
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

盆
踊
り
会

〜
み
ん
な
で
円
に
な
っ
て
〜

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

「
い
き
い
き
子
育
て

～
パ
パ
と
一
緒
に

あ
そ
ぼ
う
～
」

ふねをプールに浮かべます

パパも真剣！凧作り

やぐらを囲んで
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・	10月2日（日）	 10：30	 静岡県 支部総会・保護者会	 静岡・ホテルアソシア静岡

・	10月9日（日）	 10：30	 甲信地区 支部総会・保護者会	 長野・ホテル国際21

・	10月16日（日）	10：30	 東京地区・茨城県 支部総会・保護者会（合同）	 聖徳大学松戸キャンパス

・	10月23日（日）	10：30	 九州・沖縄地区 支部総会・保護者会	 那覇・ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城
				    （旧 ホテル日航那覇グランドキャッスル）

・	10月30日（日）	10：30	 新潟地区 支部総会・保護者会	 新潟・万代シルバーホテル

・	11月20日（日）	10：30	 北関東 支部総会・保護者会	 大宮・JA共済埼玉ビル

・	11月27日（日）	 10：30	 千葉県 支部総会・保護者会	 聖徳大学松戸キャンパス

　

聖
徳
大
学
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

七
号
館
に
は
、六
機
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。地
下
二
階
か

ら
地
上
八
階
を
繋
ぐ
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、
授
業
の
休
み
時
間
と

も
す
る
と
、
教
室
を
移
動
す
る

学
生
で
大
混
雑
。
し
か
し
こ
の

た
び
、
学
生
の
利
便
性
と
安
全

性
の
向
上
の
た
め
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

効
率
的
な
運
行
が
一
括
管
理
で

き
、
複
数
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
考

え
、
平
均
待
ち
時
間
が
最
短
に

な
る
よ
う
運
行
し
て
い
ま
す
。

運
行
パ
タ
ー
ン
を
学
習
す
る
機

能
が
付
い
て
お
り
、
利
用
度
の

高
い
時
間
帯
や
階
数
を
覚
え
、

そ
の
近
く
で
カ
ゴ
が
待
機
す
る

こ
と
で
、
時
間
の
面
で
も
、
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
で
も
無
駄

を
省
く
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

半
分
以
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
運

行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、最
適
な
運
行
に
よ
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
待
ち
の
混
雑
そ

の
も
の
が
解
消
。
学
生
の
心
に

は
余
裕
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
、
六

機
中
三
機
ま
で
が
終
了
し
ま
し

た
。
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る

の
は
来
年
二
月
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ご
寄
付
を
通
じ
て
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

内装は落ち着いたピンク色で、明るい雰囲気。

（
注
）
ご
芳
名
に
つ
い
て
は
、
ご
希
望
に
よ
り

掲
載
し
な
い
こ
と
も
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
専
用
振
込
用
紙
ご
利

用
に
よ
る
ご
寄
付
は
、
個
人
情
報
保
護
の
関

係
で
ご
芳
名
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
ご
芳
名
の
掲
載
を

ご
希
望
の
場
合
は
募
金
課
ま
で
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

ま
で
の
ご
寄
付
分
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはホームページからお申込みください。募金係より募金趣意書、
		  払込用紙をお送りいたします。
■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係　　TEL． 047-365-1111（代）
　　　　　　　ホームページアドレス  http : //www.seitoku. jp/bokin/

●
取
引
業
者
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
三
越
伊
勢
丹

　

代
表
取
締
役　

大
西　

洋　

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　

代
表　

花
木　

常
明　

様

�

（
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　

代
表
取
締
役　

新
堀　

信
永　

様

�

（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　

代
表
取
締
役　

髙
橋　

栄
二　

様

�

（
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

田
代　

和
子	

様（
八
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

高
山　

友
広	

様

●
大
学
院
生

四
二
、八
六
三
円

　

教
職
大
学
院
四
期
生
一
同　

様

●
香
和
会
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

稲
垣　

洋
子	

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

太
田　

富
美
子	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

上
坂　

真
奈
美	

様（
六
〇
、五
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
八
年
七
月
〜
八
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

五
、〇
〇
〇
円

　

嘉
数　

郁
子	

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

水
野　

千
代
子	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

吉
田　

千
鶴	

様（
七
五
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

影
山　

敦
子	

様	

南　

宏
子	

様

　

吉
田　

ミ
ツ	

様

　

渡
辺　

登
美
子	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

宮
川　

絹
枝	

様

　

渡
辺　

桑
恵
子	

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

一
、〇
〇
〇
円

　

松
田　

八
重
子	
様

●
附
属
幼
稚
園
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

本
田　

有
功	

様

●
附
属
成
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

清
野　

晃
吉	

様

●
教
職
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純	

様（
一
、一
六
五
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

孝
純	

様（
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

川
並　

珠
緒	

様（
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

手
呂
内　

利
之	

様（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

佐
々
木　

弘
子	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

重
安　

智
子	

様

　

古
川　

寿
子	

様（
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

古
川　

由
紀
子	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

宮
川　

三
平	

様（
二
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

田
邉　

光
子	

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、五
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　
　

教
職
員
一
同	

様（
五
八
、五
〇
〇
円
）

（
五
九
九
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（　

）内
は
累
計
額

　

合
計　

八
四
件

二
、九
一
三
、三
六
三
円

　

累
計　

二
、七
五
〇
件

六
八
九
、六
三
四
、二
九
二
円

	 月日	 時間	 行事	 会場

※注：上記内容は予定であり、一部変更する場合がございます。
　　 各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします。

大学院・大学・短期大学部  同窓会  平成28年度 「香和会」支部パーティー 開催日程

【お問い合わせ】    香和会事務室　Tel.047-366-5084（直通）

支 部 名 日 程 時　間 場 所

甲州・中部・東海支部 10月1日（土）
受付／11：30～
開会／12：00－14：00 山梨県 甲府市　ホテル談露館

九 州・沖 縄 支 部 10月22日（土）
受付／17：30～
開会／18：00－20：00

沖縄県 那覇市 
沖縄かりゆしアーバン・リゾート・ナハ

北 関 東 支 部 11月20日（日）
受付／13：30～
開会／14：00－16：00

埼玉県 さいたま市大宮　
 y,s dining（ワイズ ダイニング）

南 関 東 支 部 11月27日（日）
受付／12：30～
開会／13：00－15：00

聖徳大学 
10号館14F 「スカイラウンジ・ローカス」

近畿・中国・四国支部 12月10日（土）
受付／11：30～
開会／12：00－14：00

大阪府 大阪市　
ホテル阪急インターナショナル2階　中華料理「春蘭門」

ハッピーホームカミング
（聖徳祭） 11月12日（土）開会／14：00－15：30

聖徳大学
1号館5F 「リュミエール」（予定） 

平成28年度 大学・短期大学部／後援会支部総会・保護者会 開催日程
大学後援会より保護者の皆様へ

　日頃は後援会活動に対してご協力を頂きありがとうございます。
　さて、平成28年度の後援会支部総会・保護者会が下記の日程で開催されます。支部総会では、
会員相互の親和と協調をはかり、大学・短期大学部の充実と発展を支援するために活発に活動して
おります。また、保護者会では大学より多くの先生方が出席し、保護者の皆様と個別面談を予定
しております。
　当日は、面談を待つ間、学園関係者・後援会役員等を含め懇談の場を設けます。保護者としての
悩み、学校への要望等についてお話しください。また、ご息女の就職について、不安をお持ちの方
も多いと存じます。就職担当者が各支部に出向きご相談に乗ります。この機会を逸することなく、
是非とも万障お繰り合わせ出席されますようお願いいたします。

　

九
月
五
日（
月
）、
八
王
子
消

防
署
に
よ
る「
救
急
業
務
協
力

者
表
彰
式
」が
行
わ
れ
、
聖
徳

学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園
が
、

応
急
手
当
の
普
及
な
ど
地
域
の

救
護
力
強
化
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
手
塚
徳
消
防
署
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園
で
は
、

今
後
も
こ
う
し
た
施
策
を
通
し
、

地
域
へ
の
貢
献
を
高
め
て
い
く

所
存
で
す
。

八
王
子
消
防
署
長
か
ら

幼
稚
園
に
感
謝
状

― 

地
域
の
救
護
力
強
化
へ
の
協
力
功
労 

―

検 索 ▲

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www. kasuganomori.com/

聖徳　募金

募金だより

　群馬県の南西部に位置する妙義荒船佐久国定公園の名峰で、下仁田町、南牧村、長野県佐久市にまたがります。荒海に浮かぶ
不沈航空母艦のような荒船山は、古代人も崇拝した山として知られ、どこから見ても分かる特異な山容で、ファンも多くいます。
　長い間の浸食によって、山頂にメサ状の台地が誕生したと言われています。頂上北端の、船の艫（とも）にあたる所が艫（とも）岩で、
200メートルにもおよぶ断崖は、見る人を圧倒します。絶壁上の見晴台からは、神津牧場や佐久高原、浅間山から遠く北アルプス
まで一望できます。山頂までへの所要時間は、上信国境の内山峠登山口から2時間20分、南牧村線ガ滝から2時間20分、佐久市
荒船不動から1時間10分です。

周辺観光のご案内 荒船山（あらふねやま）　　所要時間：かすがの森から約60分（約35km）

写真提供：佐久市観光協会

す
ぐ
来
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
！？
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入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）11月20日

特別奨学生入試

（日）11月 6日

指定校推薦入試

（日）12月18日

前期

（水）
正午

（水）
正午

～（火）11月 1日
ＡＯ入試 スタンダード方式

11月16日

～（月）12月 5日 12月14日

～ （火）（水）10月19日 11月 1日

特別奨学生入試
（科目試験方式）

・ （月）（日） 7日11月 6日

地元密着特別奨学入試

同窓会・後援会推薦入試

特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

（日）12月 4日

公募推薦入試

自己推薦入試
前期

エリア特別奨学入試

公募推薦入試

自己推薦入試

後期

後期

全学全学科統一入試
（科目試験方式）

（木）2月09日
全学

一般入試 

センタ－試験利用入試

A-1

・ （水）（火）22日2月21日

一般入試 

センタ－試験利用入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月9日（木）・10日（金）のうちの
　希望日に実施

※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月21日（火）・22日（水）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月14日 11月29日

地区・ターミナル試験場

地区試験場受験

（水）3月15日

後期

後期

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （月）（月）12月 5日 12月12日

～ （火）（月）12月 5日 12月13日

～ （金）（月）2月20日 3月 3日

～ （金）（水）10月19日 10月28日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（日）

（日）

（月）

11月 6日

12月18日

A

B

3月13日C

～ （木）（月）2月20日 3月 9日

～ （火）（水）10月19日 11月 1日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（日）

（日）

（月）

11月 6日

12月18日

A

B

3月13日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ3月9日（木）まで

のうちの希望日
※地区・ターミナル試験場は

11月6日（日）のみ

のうちの希望日

・ （月）（日）30日1月29日
のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（水）3月 1日 3月13日

～ （月）（木）郵送 12月22日 1月16日
～ （月）（土）窓口 1月 7日 1月16日

～ （金）（木）郵送 12月22日 1月13日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 1月13日

～ （火）（木）郵送 12月22日 1月24日
～ （月）（土）窓口 1月 7日 1月16日

～ （月）（木）郵送 12月22日 1月16日
～ （火）（土）窓口 1月 7日 1月24日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （木）（木）郵送 12月22日 3月 9日
～ （木）（土）窓口 1月 7日 3月 9日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月17日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月17日

～ （土）（木）郵送 12月22日 3月11日
～ （土）（土）窓口 1月 7日 3月11日

後期B

後期A

前期B
地元密着特別奨学入試

エリア特別奨学入試

特別指定校推薦入試

一般入試 

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月29日（日）・30日（月）のうちの
　希望日に実施

※ただし音楽学部の実技等のみ
　3月13日（月）に実施

センタ－試験利用入試
A-2

全学全学科統一入試
（センター試験利用方式）

（木）面接のみ2月09日
※文学部文学科書道文化コース、 
　音楽学部は上記に加え実技等も実施

（日）1月22日

（日）面接のみ1月22日
※文学部文学科書道文化コース、 
　音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （金）（木）10日2月09日
※地区・ターミナル試験場は

2月9日（木）のみ

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月22日（日）・23日（月）のうちの
　希望日に実施
※地区・ターミナル試験場は
　1月22日（日）のみ

のうちの希望日

・ （月）（日） 23日1月22日
※地区・ターミナル試験場は

1月22日（日）のみ

のうちの希望日

特別奨学生入試
（科目試験方式）
特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

一般入試 

（月）3月13日

本学個別学力試験なし
センタ－試験利用入試

B

本学個別学力試験なし

～ （火）（月）11月14日 11月29日 （日）12月04日

前期 ～ （火）（水）10月19日 11月 1日 （日）11月 6日

～ （月）（木）12月22日 1月16日 （日）1月22日

～ （金）（木）12月22日 2月03日 （木）2月09日

特別奨学生入試（科目試験方式） チャレンジ

※詳細につきましては、各校・園にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］（春学期入学）
〈博士後期課程〉

平成29年度  入試日程
■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／文学部（女子）／人間栄養
　学部（女子）／音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

▶10月16日［日］
10：30〜14：00

▶11月27日［日］
10：30〜14：00

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）� ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学）� ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

聖徳大学
松戸キャンパス

☆学食無料体験あり
　　　（全日程）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）� ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

学校説明会（中学校）

（普通科・音楽科）

（体育祭）

（音楽科）

（ミニ説明会）

（文化祭と同時開催）

学校説明会（高校）

個別相談会

聖徳アフター6 相談会
 　 （聖徳大学10号館）

高校新入試制度説明会
（普通科・音楽科）

オープンスクール
　  【学校説明会】

オープンスクール
　  【入試対策篇】

個別相談会

▶10月8日［土］14：00〜

▶10月23日［日］10：00〜

▶10月29日［土］9：00〜

▶11月12日［土］14：00〜

▶11月20日［日］10：00〜 ▶12月11日［日］10：00〜

▶11月26日［土］9：00〜

▶10月23日［日］9：30〜

▶10月22日［土］9：30〜

▶10月9日［日］9：30〜

▶11月17日［木］17：30〜20：30

▶11月5日［土］
9：30〜

▶11月12日［土］
9：30〜

▶11月19日［土］
9：30〜

▶11月26日［土］
9：30〜

▶11月13日［日］9：30〜

▶11月12日［土］9：30〜

▶11月5日［土］9：30〜

▶11月26日［土］9：30〜
聖徳大学 通信教育部 
	 児童学部	 児童学科
	 心理・福祉学部
		  心理学科　社会福祉学科
	 文学部 	 文学科

聖徳大学短期大学部 通信教育部
		  保育科

聖徳大学大学院 通信教育課程
		  児童学研究科 児童学専攻 
		  〔博士前期課程／博士後期課程〕

■秋学期生出願受付について

● 選 考 方 法

● 願書受付期間

（大学・短大）

出願書類の受付は、期間中は随時行っています。

7月1日（金）〜10月31日（月）  【必着】

※�聖徳大学大学院通信教育課程秋学期生の受付は終了しました。
　�平成29年度春学期入学生の募集要項は、10月1日より配布予定です。

書類選考のうえ入学を許可します。
（入学試験はありません）

秋学期生出願締切り迫る！ この秋からスタートするラストチャンス！

入試説明会 ▶11月6日［日］10：00〜11：30

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■ 聖徳大学附属小学校（共学）� ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

〈博士前期課程〉

〈専門職学位課程〉（教職研究科）

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／
　文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／
　聖徳大学短期大学部（女子）

入試必勝講座

ナイトキャンパスツアー ▶10月13日［木］ 18：30〜

ショートキャンパス

ディキャンパス

▶10月22日［土］ 14：00〜

▶11月3日［木・祝］ 10：00〜14：00

▶10月29日［土］ 14：00〜 ▶11月12日［土］ 14：00〜 ▶11月26日［土］ 14：00〜

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）11月20日

特別奨学生入試

（日）11月 6日

指定校推薦入試

（日）12月18日

前期

（水）
正午

（水）
正午

～（火）11月 1日
ＡＯ入試 スタンダード方式

11月16日

～（月）12月 5日 12月14日

～ （火）（水）10月19日 11月 1日

特別奨学生入試
（科目試験方式）

・ （月）（日） 7日11月 6日

地元密着特別奨学入試

同窓会・後援会推薦入試

特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

（日）12月 4日

公募推薦入試

自己推薦入試
前期

エリア特別奨学入試

公募推薦入試

自己推薦入試

後期

後期

全学全学科統一入試
（科目試験方式）

（木）2月09日
全学

一般入試 

センタ－試験利用入試

A-1

・ （水）（火）22日2月21日

一般入試 

センタ－試験利用入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月9日（木）・10日（金）のうちの
　希望日に実施

※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月21日（火）・22日（水）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月14日 11月29日

地区・ターミナル試験場

地区試験場受験

（水）3月15日

後期

後期

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （月）（月）12月 5日 12月12日

～ （火）（月）12月 5日 12月13日

～ （金）（月）2月20日 3月 3日

～ （金）（水）10月19日 10月28日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（日）

（日）

（月）

11月 6日

12月18日

A

B

3月13日C

～ （木）（月）2月20日 3月 9日

～ （火）（水）10月19日 11月 1日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（日）

（日）

（月）

11月 6日

12月18日

A

B

3月13日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ3月9日（木）まで

のうちの希望日
※地区・ターミナル試験場は

11月6日（日）のみ

のうちの希望日

・ （月）（日）30日1月29日
のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（水）3月 1日 3月13日

～ （月）（木）郵送 12月22日 1月16日
～ （月）（土）窓口 1月 7日 1月16日

～ （金）（木）郵送 12月22日 1月13日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 1月13日

～ （火）（木）郵送 12月22日 1月24日
～ （月）（土）窓口 1月 7日 1月16日

～ （月）（木）郵送 12月22日 1月16日
～ （火）（土）窓口 1月 7日 1月24日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （木）（木）郵送 12月22日 3月 9日
～ （木）（土）窓口 1月 7日 3月 9日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月17日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月17日

～ （土）（木）郵送 12月22日 3月11日
～ （土）（土）窓口 1月 7日 3月11日

後期B

後期A

前期B
地元密着特別奨学入試

エリア特別奨学入試

特別指定校推薦入試

一般入試 

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月29日（日）・30日（月）のうちの
　希望日に実施

※ただし音楽学部の実技等のみ
　3月13日（月）に実施

センタ－試験利用入試
A-2

全学全学科統一入試
（センター試験利用方式）

（木）面接のみ2月09日
※文学部文学科書道文化コース、 
　音楽学部は上記に加え実技等も実施

（日）1月22日

（日）面接のみ1月22日
※文学部文学科書道文化コース、 
　音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （金）（木）10日2月09日
※地区・ターミナル試験場は

2月9日（木）のみ

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月22日（日）・23日（月）のうちの
　希望日に実施
※地区・ターミナル試験場は
　1月22日（日）のみ

のうちの希望日

・ （月）（日） 23日1月22日
※地区・ターミナル試験場は

1月22日（日）のみ

のうちの希望日

特別奨学生入試
（科目試験方式）
特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

一般入試 

（月）3月13日

本学個別学力試験なし
センタ－試験利用入試

B

本学個別学力試験なし

～ （火）（月）11月14日 11月29日 （日）12月04日

前期 ～ （火）（水）10月19日 11月 1日 （日）11月 6日

～ （月）（木）12月22日 1月16日 （日）1月22日

～ （金）（木）12月22日 2月03日 （木）2月09日

特別奨学生入試（科目試験方式） チャレンジ

入試日願書受付期間入試区分 日程

B （土）11月19日～ （火）（月） 11月15日10月31日

C ～ （火）（月） 2月07日1月23日

D （日）3月05日～ （水）（月） 3月01日2月20日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
教職大学院
　連携協力校（園）
　　特別奨学生入試

（土）2月11日 （月）～13日
のうちの希望日

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試 C ～ （木）（月） 2月 2日1月23日

B
（土）11月19日

（土）11月19日 （日）・20日
～ （木）（月） 11月10日10月31日

入試日願書受付期間入試区分 日程

（土）2月11日

（土）2月11日 （日）・12日

（月）～13日
※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科は

のうちの希望日

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試
　　　（留学生除く）

C
（土）2月11日

（土）2月11日 （日）・12日
～ （火）（月） 2月07日1月23日

B
（土）11月19日

（土）11月19日 （日）・20日
～ （火）（月） 11月15日10月31日

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

（月）～13日

C
（土）2月11日

（土）2月11日 （日）・12日
～ （木）（月） 2月02日1月23日 ※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科はB
（土）11月19日

（土）11月19日 （日）・20日
～ （木）（月） 11月10日10月31日

（月）～13日
のうちの希望日

※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科は

のうちの希望日

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

特別奨学生入試

（日）11月 6日
指定校推薦入試

特別指定校推薦入試

前期

地元密着特別奨学入試

エリア特別奨学入試

～ （火）（水）10月19日 11月 1日

特別奨学生入試（科目試験方式）

地元密着特別奨学入試

（日）12月 4日

公募推薦入試 前期

チャレンジ

エリア特別奨学入試

公募推薦入試

後期

特別奨学生入試
（科目試験方式）
特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

全学

一般入試 
A-1

センタ－試験利用入試
C

全学全学科統一入試
（科目試験方式）

全学全学科統一入試
（センター試験利用方式）

～ （火）（月）11月14日 11月29日

～ （火）（水）10月19日 11月 1日
地区試験場受験
（会場 ： 仙台、新潟）

（日）

（日）

11月 6日

1月22日

前期

後期

全学

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

一般入試 

のどちらか一日を選択

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （木）（木）郵送 12月22日 3月 9日
～ （木）（土）窓口 1月 7日 3月 9日

センタ－試験利用入試
B

一般入試 ～ （金）（木）郵送 12月22日 2月17日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月17日

センタ－試験利用入試
A-2

一般入試 ～ （火）（木）郵送 12月22日 1月24日
～ （火）（土）窓口 1月 7日 1月24日

～ （月）（木）郵送 12月22日 1月16日
～ （月）（土）窓口 1月 7日 1月16日

前期
B

（木）2月 9日

（木）面接のみ2月 9日

特別奨学生入試
（科目試験方式）
特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

後期
（日）1月22日

（日）面接のみ1月22日

（月）3月13日
（月）面接のみ3月13日

・ （金）（木）10日2月09日
のどちらか一日を選択

※地区・ターミナル試験場は
　1月22日（日）のみ

・ （月）（日）23日1月22日
のどちらか一日を選択

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

・ （金）（木）10日2月09日

・ （水）（火）22日2月21日

・ （水）（火）22日2月21日

のどちらか一日を選択（面接のみ）

のどちらか一日を選択

・ （月）（日） 30日1月29日

・ （月）（日） 30日1月29日

のどちらか一日を選択（面接のみ）

のどちらか一日を選択（面接のみ）

地区試験場受験
（会場 ： 秋田、福島、新潟）

～ （火）（月）11月14日 11月29日 （日）12月04日後期

～ （月）（木）12月22日 1月16日

～ （金）（木）12月22日 2月03日 （木）2月09日

センタ－試験利用入試 ～ （金）（木）郵送 12月22日 1月13日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 1月13日

～ （月）（木）郵送 12月22日 1月16日
～ （月）（土）窓口 1月 7日 1月16日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

（火）2月21日

（月）3月13日D

C

入試日

（日）12月 4日B ～ （火）（月）11月14日 11月29日

～ （金）（月）2月 6日 2月17日

～ （木）（月）2月20日 3月 9日

願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分対象

（火）1月17日
（水）1月18日

入試日願書受付期間入試区分対象
第一志望入試

推薦入試
自己推薦入試

特待特進入試

中
学

（
普
通
科
・
音
楽
科
）

高
校

午前

（火）1月24日

（木）12月 1日

～ （月）（土）Web 12月17日 1月23日
（月）1月23日～（土）窓口 1月 7日

一般入試 （日）2月 5日～ （土）（土）Web 12月17日 2月 4日
（土）2月 4日～（土）窓口 1月 7日

一般入試 （金）2月24日～ （木）（土）Web 12月17日 2月23日
（木）2月23日～（土）窓口 1月 7日

第1回入試 （金）1月20日～ （木）（月）Web 12月 5日 1月19日
～（金）窓口 1月 6日

～ （木）（土）Web 12月17日 1月12日

～ （水）（金）11月 4日 11月30日

（木）1月12日～（土）窓口 1月 7日

入試日当日

午後
適性検査型
S選抜・特待入試

（金）1月20日～ （木）（月）Web 12月 5日 1月19日
～（金）窓口 1月 6日 入試日当日

第2回入試 （日）1月22日～ （土）（月）Web 12月 5日 1月21日
～（金）窓口 1月 6日 入試日当日

第3回入試 （土）2月 4日～ （金）（月）Web 12月 5日 2月 3日
～（金）窓口 1月 6日 入試日当日

特待生選考入試 （火）1月24日～ （月）（月）Web 12月 5日 1月23日
～（金）窓口 1月 6日 入試日当日

入試日願書受付期間入試区分 日程

前期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科・保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試

入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）10月16日B ～ （土）（月） 10月15日10月 3日

（土）11月 5日C ～ （金）（月） 11月 4日10月24日

（日）11月20日D ～ （土）（月） 11月19日11月 7日

（日）12月 4日E ～ （土）（月） 12月 3日11月21日

後期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科・保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試
一般入試

（土）3月18日C ～ （金）（月） 3月17日3月 6日

（日）2月19日B ～ （土）（月） 2月18日2月 6日

（土）1月21日A ～ （金）（火） 1月20日1月10日

前期一般入試
A
B

（土）11月 5日～ （金）（月） 11月 4日10月24日
（日）11月20日～ （土）（月） 11月19日11月 7日

C （日）12月 4日～ （土）（月） 12月 3日11月21日

入試日願書受付期間入試区分対象
推薦・専願入試

入試日願書受付期間入試区分対象

第1回

第2回

第3回

一般入試・学力特待選考

（日）11月27日

（月）1月 9日

中
学

推薦入試

内部入試

一般入試

併願推薦型入学試験
（県外受験生対象）

（火）11月22日

高
校

※茨城県以外の郵送出願は12月26日（月）必着

（8：00まで）

（日）11月27日

～ （金）（木） 1月13日12月15日

～ （金）（木） 12月16日12月15日

（水）1月18日

（水）1月18日

※茨城県以外の郵送出願は1月13日（金）必着

郵送のみ

12月15日（木）・16日（金）・1月11日（水）

～ （木）（月）郵送 11月7日 11月24日
（土）11月26日～（月）窓口 11月7日

（日）12月18日～ （木）（月）郵送 11月7日 12月15日
試験日当日～（月）窓口 11月7日

（8：00まで）
（土）1月14日～ （水）（月）郵送 11月7日 1月11日

試験日当日～（月）窓口 11月7日

（8：00まで）
（土）1月28日～ （水）（月）郵送 11月7日 1月25日

試験日当日～（月）窓口 11月7日

選考日願書受付期間選考園名

入園面接

附幼
選考日願書受付期間選考園名

附二幼 （火）１１月 １日 （火）１１月 １日
成田幼
浦安幼 （月）１0月31日 （月）１0月31日

選考日願書受付期間選考園名
（木） （金）・１０月２7日 28日

入園面接
三田幼

選考日願書受付期間選考園名
（月）１０月２4日

（火）１１月 1日（火）１１月 １日
八王子幼
多摩幼

★
詳
細
は
、各
校
・
各
園
の
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※窓口受付は12/27（火）～1/6（金）を除く

■聖徳大学看護学部（女子）

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

■聖徳学園三田幼稚園・八王子中央幼稚園・多摩中央幼稚園

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属小学校（共学）
入試日願書受付期間入試区分 入試日願書受付期間入試区分

（日）１0月23日専願入試・Ⅰ期入試 ～ （木）（水） １0月20日9月21日

（土）１1月19日Ⅱ期入試 ～ （木）（火） １1月17日１0月18日

（土）12月10日Ⅲ期入試 ～ （木）（水） 12月08日11月09日

（土）１月14日29年度4月編入 ～ （木）（木） １月12日12月15日

■聖徳大学附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

※は編入学試験のみ実施

学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

16.10.1 re（17,6）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第86号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イ ト クの派 遣 会 社 だ か ら 安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

※研究生入試は、 B日程11月19日（土）、 C日程 2月11日（土）に実施

※研究生入試は、 B日程11月19日（土）、 C日程 2月11日（土）に実施


